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大会概要 

プリンセスカップ2026は、全国の学生女子ウインドサーファーが集う大会として開催しました。今年のスローガンは「Chase 
the wind, Chase yourself.」。風を追いながら、自分自身の目標や限界にも挑戦してほしいという思いを込めました。競技だ
けでなく、協賛企業との交流、ビーチクリーン、大学を越えたつながりまで含め、参加してよかったと思える大会を目指しまし

た。 

エキスパート71名、ビギナー45名が出場し、二日間で計9レースが成立しました。参加者・関係者を含め、会場には約160
名が集まりました。 

大会名称  プリンセスカップ2026 

開催日  2026年8月23日・24日 

会場  愛知県蒲郡市​
ラグーナビーチ・海陽ヨットハーバー 

主催  日本学生ボードセーリング連盟 

競技  ウインドサーフィン コースレース 
 

会場のラグーナビーチ 

開催結果 

エキスパートクラスは71名がエントリーし5レース、ビギナークラスは45名がエントリーし4レースが成立しました。二日間で異なる風域
のレースを行い、総合・4年生・団体の各部門でも表彰しました。 
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二日間のレース 

微風から中風まで変化するコンディションの中で全9レースが成立 

 

DAY 1 

マスパン・リーパン風域 

初日は軽風から風が入り始めるコンディション。艇団の中でフレッシュ

ウインドをつかみ、スタート後の位置取りをどう作るかが大きく順位を

分けました。 

 

DAY 2 

リーパン〜ストハー・アンダー 

二日目は初日よりも風が上がり、艇速に加えてマーク回航やミスの

少なさが求められました。二日間を通して対応力が試される大会とな

りました。 

競技成立状況 

クラス エントリー 成立レース 主な風域 

エキスパート 72名 5レース マスパン〜ストハー・アンダー 

ビギナー 45名 4レース マスパン〜ストハー・アンダー 

大会期間中は安全を最優先とし、海面の状況を確認しながらレースを進行しました。幅広い風域でレースを実施できたことで、各選手が日頃の練

習の成果を発揮する機会となりました。 
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エキスパートクラス 

上位6名を表彰

 

 
エキスパートクラス入賞者 

順位 セイル番号 選手 大学 

1 50-38 山下 千乃 立教大学 

2 15-3 記野 愛子 慶應義塾大学 

3 11-99 伊藤 心海 関東学院大学 

4 87-10 開発 陽向 大阪大学 

5 53-9 高山 琴 早稲田大学 

6 12-4 オーガスティニアック ルーシー 京都大学 

全5レースを通じた総合成績から、4年生クラス対象者を除く上位6名をエキスパートクラスとして表彰しました。 
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4年生クラスとビギナークラス 

学年・経験に応じた部門で健闘を称える 

 
4年生クラス入賞者 

 
ビギナークラス入賞者 

4年生クラス 

順位 選手 大学 

1 石井 陽菜 関西学院大学 

2 永田 美乃梨 明治学院大学 

3 澤野 しえな 上智大学 

ビギナークラス 

順位 セイル番号 選手 大学 

1 52-30 小野 心暖 琉球大学 

2 53-29 継國 仁和 早稲田大学 

3 53-97 梅本 栞那 早稲田大学 

4 66-66 吉良 優花 國學院大学 

5 43-58 五島 彩海 立教大学 

6 96-11 塵岡 桃 中央大学 
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団体の部 

大学の枠を背負い、仲間とつないだ結果 

団体の部 表彰 

 
海上で競い合う選手たち 

順位 大学 

1 京都大学 

2 早稲田大学 

3 同志社大学 

個人の順位だけでなく、大学として積み重ねた成績を称える団体の部も実施しました。普段は別々の海面で練習する選手たちが同じ

大会に集まり、互いに応援しながら競うこともプリンセスカップの大切な魅力です。 

大会を通じた交流 

レースの合間や表彰式では、大学や学年を越えて自然に会話が生まれました。競技経験の異なる選手が同じ場所で挑戦し、次の大

会や支部戦へ向けて刺激を持ち帰る機会となりました。 
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会場での取り組み 

 

 
Red Bullの配布 

 
参加賞・協賛品の受け取り 

 
キッチンカー 

 
協賛企業との交流 

 
Red Bullの配布 

 
試供品を試す選手 

  

  

  
参加者への商品配布、入賞者への賞品、会場での飲食や企業との交流を通して、レース以外の時間にも楽しさのある大会となりました。ご提供

いただいた商品は、参加者が実際に手に取り、その魅力に触れられる形で届けました。 
 

日本学生ボードセーリング連盟   |   7 



PRINCESS CUP 2026  大会実施報告書 

ビーチクリーン 

競技で使用した海岸を、参加者自身の手できれいに 

   
 

 

   
 

大会期間中、参加者によるビーチクリーンを実施しました。日頃から練習や大会で海を使う選手として、会場への感謝を行

動にする時間です。大学ごとに声をかけ合いながら海岸のごみを集め、競技だけでは終わらない大会づくりにつなげまし

た。 

大学や学年を越えて参加し、愛知県蒲郡市が主催している「ゴミ０運動」の一環として海岸を清掃しました。写真に写るごみ袋は蒲郡

市から提供頂きました。 

海とともに続く大会へ 

プリンセスカップがこれからも続いていくためには、安全な競技運営だけでなく、地域や会場との信頼関係を積み重ねていくことが欠

かせません。今後も、選手一人ひとりが海を大切にする意識を持てる取り組みを続けます。 
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ご協賛とご協力 

多くの企業・団体の皆さまに大会を支えていただきました 

参加賞、入賞賞品、会場での商品配布、広報など、さまざまな形でご支援をいただきました。ご協賛・ご協力に、実行委員

一同心より御礼申し上げます。 

ご協賛・ご協力いただいた皆さま 

コスモスイニシア　／　ジェイテック／ TORRAS　／　ZEAL株式会社　／　和光ケミカル　／　Red Bull　／　TAHE　／　株式会社フォルテ 
100BON　／　STANLEY　／　HI-SURF　／　セブンシーズ　／　TEARS　／　ウインドサーフィンマガジン　／　バルクハットマガジン　／　
Zaimokuza Harry's　／　かんとりーはーばー　／　pua jewelry　／　FAVII　／　ワンワールド　/　柳屋本店　／　スターボードジャパン　／　げ
んべい　／　エリエール　／　コスモエージェンシー　／　CB SURFERS　／　ハワイアンウォーター　／　SunBum　 

 

協賛実施の様子 

 
大会参加者への協賛品 

 
会場での商品紹介・配布 
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学年別人数構成(マネージャー除く) 
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 学年 人数 割合(%) 

1年 
(ビギナー） 

45 38.5 

2年 31 26.5 

3年 30 25.6 

4年 11 9.4 
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まとめ 

挑戦を形にし、次の世代へつなぐ大会運営 

 
大会運営を支えたメンバー 

プリンセスカップ2026を無事に開催できたのは、出場してくださった選手の皆さん、日々準備を進めた運営メンバー、会場
関係者の皆さま、そして大会の趣旨に賛同し支えてくださった協賛企業・団体の皆さまのおかげです。 

今年は、協賛品を受け取った選手が笑顔で写真を撮っていたことや、「参加してよかった」「協賛品がうれしかった」と声をか

けてくれたことが、運営にとって大きな励みになりました。レースを成立させることだけでなく、参加した一人ひとりの記憶に

残る大会にできたことをうれしく思います。 

今回の経験とつながりを次年度へ引き継ぎ、女子選手が挑戦し続けられる場として、さらに良いプリンセスカップをつくって

まいります。今後とも日本学生ボードセーリング連盟の活動へのご理解とご支援をよろしくお願いいたします。 

日本学生ボードセーリング連盟 

女子委員長・プリンセスカップ2026大会実行委員長  高山琴 
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資料1  エキスパートクラス公式最終リザルト 
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資料2  ビギナークラス公式最終リザルト 
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